別表第3(第14条関係)
無給休暇
事由
期間


非常勤職員が選挙権その他公民としての権利を行使する場合
必要と認められる期間


非常勤職員が裁判員、証人、鑑定人、参考人等として国会、裁判所、地方公共団体の議会その他官公署へ出頭する場合で、その勤務しないことがやむを得ない場合



地震、水害、火災その他の災害時において、非常勤職員が退勤途上における身体の危険を回避するため勤務しないことがやむを得ない場合



非常勤職員の親族(任命権者の認める場合に限る。)が死亡した場合で、非常勤職員が葬儀、服喪その他の親族の死亡に伴い必要と認められる行事等のため勤務しないことが相当であると認められる場合



女性の非常勤職員が6週間(多胎妊娠の場合にあっては14週間)以内に出産する予定である場合
出産の日までの請求した期間


女性の非常勤職員が出産した場合
出産の日の翌日から8週間を経過する日までの期間(産後6週間を経過した女性の非常勤職員が就業を申し出た場合において医師が支障がないと認めた業務に就く期間を除く。)


女性の非常勤職員が生後満1年に達しない子を育てる場合
1日2回各々30分


女性の非常勤職員が生理日に就業が著しく困難である場合
請求した日から2日以内において必要と認められる期間

